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災害ボランティアの14年
「災害ボランティア再考」より(渥美、印刷中）

1995:ボランティア元年

「ただ傍にいること」
1995-1997 空間的拡大

1998-2004 秩序化のドライブI（法制化）

2004 時間的拡大（復興へ）

2004-2006 秩序化のドライブII（地域復興）

「被災者抜きの救援」

2007：原点回帰＝“接触”



（１）足湯
「中越・KOBE足湯隊」

阪神・淡路大震災→中越地震

能登半島地震を契機に結成

足湯は、被災者の身体に接触しながら、
被災者の声（つぶやき）を聴き取る活動



足湯の論点

「つぶやき」の収集と内容への対応

身体の直接的接触は、贈与の直接性の
極限（大澤,2005）である。

被災者に必要な“意味”の復権・規範の再

生へとつながる可能性がある。



（２）手紙
中越発 KOBE経由 中越沖

中越地震：小千谷市塩谷集落
KOBE

日本災害救援ボランティアネットワーク
小林聖心女子学院高等学校

中越沖地震：刈羽村

塩谷前区長からの手紙
「被災されました刈羽の皆様へ」

すべてのキーワードが込められた手紙
願い･待つ･希望･思い

「どうしても不安から、少しでも早く自分の進路を決め
たくなります。でも、あせらないでください」



手紙の論点
手紙(文学：時実,2008)を比喩として災害復興を考える

手紙＝書くこと（宛先による自省・相手に割く時間）
手紙＝発送される言葉（誰が届けるのか：研究者）
手紙＝物質＞内容（やぎさんゆうびん、「盗まれた手紙」）
手紙→郵便制度（国家・制度）
手紙＝時間の圧縮（「錦繍」）
手紙＝読まれ方（関係の呪縛、「手紙」）

手紙論（哲学：東,1998←デリダ）
現代社会の比喩としての郵便空間
開封されないかもしれない
誤配されるかもしれない

災害復興へ：しかし、あなたに向けて、思いを綴る

拒否されるかもしれない不安な“接触”が伝達を達成する可能性



（３）寄り添い
寄り添いプロジェクト

被災地NGO恊働センター（神戸市）

レスキューストックヤード（名古屋市）

日本災害救援ボランティアネットワーク(神戸市)
中越復興市民会議(長岡市）

被災者や被災しながらも救援活動に参加
する現地の人々の傍にあって、長くかつ
深い関係を築きながら、被災者本意の活
動を展開しようとする試み



寄り添いの論点

パッチングケア(西川,2007)としての寄り添

いを成立させる可能性

パッチングケアは相手を息苦しく包み込んで
しまわない。小さなケアが、それぞれの意図
を超えた模様をパッチングしている(p.124)
相手を傷つけるかもしれないリスクを負いな
がら、その場にとどまること(p.125)
相手の気持ちになってみるというような器用
さではなく、自分以外の苦しみに巻き込まれ
てしまう不器用さが大切である(p.125)



“接触”
規範生成の原点として（大澤、2005)
→規範・意味の再生へ

人の命そのものに触れたときに経験する
震え(西村、2008 p.22)

「他者の身体と私の身体もただ１つの全体を
なし、ただ１つの現象の表裏となる」(メルロ
＝ポンティ、1974，p.218）

→偶有性の賦活



原点回帰としての“接触”の展望
「被災者抜きの救援」

偶有性の賦活

被災者と救援者が紡ぎ出す新しい規範

↓

「被災者を中心に据えた救援」

一方的ではない・相互作用の結果でもない

ただ傍にいること、立ちすくみ、立ち去らない
こと＝被災してそこにあることが同時に成立

秩序化のドライブに絡め取られない活動へ
の希望



災害ボランティア再考から計画へ

現実への逃避としての災害V元年

「被災者抜きの救援」へと進んだ14年

誰が誰の生をコントロールするのか？

制度や計画に絡め取られない姿勢を災害
ボランティアに学ぶ
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